




















































































二『近代植民地都市釜山』（桜井書店、2007年）. 홍순귄. 최인택ほか『부산의 도시형성
과 일본인들』선인, 2008年. 홍순귄. 김숭ほか『일제강잠하 부산의 지역개발과 도시몬
화』선인, 2009年が出版された。
　釜山市街地計画については金義煥『釜山近代都市形成史研究』研文出版社, 1973. 孫
禎睦『日帝強占期都市計劃研究』一志社, 1994年. 김홍관「일제강잠기 부산의 도시개
발과 그 성곈 −도시계획, 항만개발을 증심으로−」『港都釜山』15号, 釜山廣域市市史
編纂委員会, 1998年. 장선하「1920〜30 년대 부산의 공업발전과 도시구조의 변화」『지
역과 역사』第６号, 釜慶歴史研究所, 2000年. 金慶南『日帝下朝鮮에서의 都市 建設과 
資本家集團網』釜山大學校博士論文, 2003年. 橋谷弘『帝国日本と植民地都市』吉川弘
文館, 2004年. 金慶南「일제말 전시체제기 부산 시가지계획의 전개와 그 특질」『지역과 
역사』第20号, 釜慶歴史研究所、2007年参照。
　また、韓国では最近、都市研究が盛んで、「都市史研究会」も造られた。京城につ
いて、염복규「日帝下 京城도시계획의 구상과 시행」（서울대학교, 2007年）の研究が
あり、港湾都市の群山、木浦などを事例とした研究が多い（이성호「식민지 근대도시
의 형성과 공간 본화 −군산시의 사례」『쌀.삶.문명  연구창간호』全北大学, 2008年. 김
영정, 소순열, 이정덕, 이정호『근대항구도시 군산의 형성과 변화』한울아카데미, 2006




『日韓歴史共同研究報告書』第３分科篇, 下巻, 2005年. 姜昌一「朝鮮侵略と支配の物理
的基盤朝鮮軍」宮田節子編・解説『朝鮮軍概要史』不二出版, 1989年. 古野直也『朝鮮
軍司令部：1904〜1945』国書刊行会, 1990年. 辛珠柏「1945 년도 한반도 남서해안에서






























Experience”(Basil Blackwell, 1989) p.p.38〜44参照。この理論に基づいた植民地朝鮮









































































区　　分 面　積 人　口 1人あたり面積 1㎡あたり人口
総面積 35,402,000 163,814 216   4.6





















区　　分 旧釜山府内(名) 旧釜山府外(名) 計画区域内面積(㎡)
現在人口 163,814 15,408 179,222
計画人口 400,000
総 面 積 35,402,000 48,754,300 84,156,300















府面名 里 名 総面積(㎡) 居住可能面積(㎡) 比 較
釜山府旧府内   35,402,000 16,107,000 全部
計 35,402,000 16,107,000 全部
釜山府旧西面 伽倻里 3,102,841 1,030,000 全部
開琴里 3,271,237 1,087,000 全部
堂甘里 3,806,378 2,013,000 全部
釜岩里 2,496,593 1,098,000 全部
草邑里 5,812,162 952,000 全部
蓮池里 952,958 858,000 全部
凡田里 732,396 693,000 全部
釜田里 945,123 925,000 全部
楊亭里 2,000,428 1,406,000 全部
田浦里 3,056,725 1,648,000 全部
門峴里 2,193,817 1,190,000 全部
牛岩里 931,338 515,000 全部
戡蠻里 1,454,280 827,000 全部
竜湖里 5,390,972 2,260,000 全部
竜塘里 2,621,949 1,511,000 全部
大淵里 7,423,103 4,650,000 全部
計 46,192,300 22,663,000
釜山府沙下面 岩南里 2,562,000 1,170,000 全部
計  2,562,000 1,170,000



















































































































等級・種類 幅基準(m) 路線数 実際幅(m) 延長(m) 備　　　考
大路　第１類 幅34m以上 2 35 4,920
大路　第２類 幅28m以上 3 30, 28 6,240
30m延長4,800m
28m延長1,440m
大路　第３類 幅24m以上 14 25 16,080
中路　第１類 幅20m以上 14 20 9,280
中路　第２類 幅15m以上 16 15 14,440



























































































































































































































































































500,000㎡ 18 大新第２公園 東大新町 1丁目 1,100㎡
2 松島公園 岩南里 130,000㎡ 19 大新第３公園 西大新町 2丁目 4,500㎡
3 蓮池公園 蓮池里, 草邑里 160,000㎡ 20 薩摩嶺公園 瀛仙町 5,500㎡
4 楊亭公園 田浦里, 楊亭里 300,000㎡ 21 牧ノ島第２公園 瀛仙町 8,000㎡
5 門峴公園 門峴里 190,000㎡ 22 牧ノ島第３公園  瀛仙町 2,400㎡
6 大淵公園 大淵里 160,000㎡ 23 牧ノ島第４公園  瀛仙町  3,800㎡
7 大正公園 草場１丁目 20,000㎡ 24 牧ノ島第５公園  瀛仙町 3,400㎡
8 瀛仙公園 瀛仙町 50,000㎡ 25 竜頭公園 本町2, 3丁目 10,000㎡
9 古館公園 水晶町 35,000㎡ 26 香椎公園  本町5丁目 13,200㎡
10 釜田公園 田浦里, 釜田里 38,160㎡ 27 瀛州公園 瀛州町, 榮町３丁目 6,300㎡
11 子城臺公園 凡一町 30,000㎡ 28 榮町公園 榮町 3丁目 3,100㎡
12 堂谷公園 大淵里 100,000㎡ 29 凡一公園 釜田里, 凡一町 4,920㎡
13 寶水道路公園
大 正 公 園,中 島
町, 東大新町１
丁目




70,000㎡ 31 凡田公園 釜田里, 凡田里 2,670㎡

















































































連番 部　　隊 所在地 任務基準
1 特警415大（乙） 釜　山 沿 岸 警 備
2 特警459大（甲） 釜　山 港 灣 警 備
3 特警工406  海雲臺 飛行場復旧







連番 設置年月 区分 設　置　内　容 変更事項
1 1944年1月  陸軍 陸軍特設警備第459大隊配備 1944年5月第41警備大隊配備
2 1944年7月  陸軍 陸軍海雲臺飛行場開設
(独立飛行第１中隊, 45年2月
独立飛行第66中隊等配備)
3 1945年1月  要塞 釜山要塞守備隊編成







7 1945年3月 陸軍 陸軍釜山地区司令部設置
8 1945年4月 陸軍 陸軍第11野戰船舶廠釜山支部設置
9 1945年5月 海軍 釜山海軍港湾警備隊編成



























部 隊 名 配置場所 部 隊 名 配置場所
聯隊本部 四屛山
第１中隊 北門港北側 第８中隊 前浄山北側
第２中隊 四屛山 第９中隊 前浄山北側 
第３中隊 絶影島西北 第10中隊 北外港東北
第４中隊 派遣中 第11中隊 北外港東北
第５中隊 北外港東北側 第12中隊 前浄山南側 
第６中隊 照空隊絶影島 中央部 第13中隊 北門港北側（10高）















区分 地　域 日本人総戸数 現在の宿営力（1940年２月現在）
1
釜山府 11,236
夏 6,410 24,192 17,924
2 冬 5,192 14,604 11,319
3 東　莱
227
夏 175 3,225 2,419
4 海雲臺 冬 175 3,039 2,284
出典： 朝鮮軍臨時兵站司令部釜山支部「釜山府内竝東莱海雲臺軍隊宿營力調査表」1940
年２月, p.82.
　上記の調査表には旅館はもちろん一般民間人の家屋を含んでいる。これは当
時釜山に住んでいた主民の生活に多くの不便を強いた。衣食住面での負担はも
ちろん軍人の風紀紊乱も重なり、民間人たちは生活苦を味わうこととなった53。
　このように重要な役割を担う多くの部隊が釜山に移転して来たために、自然
と防空が最も大きな問題として浮上することになった。このため総督府は釜山
市街地計画緑地地区・風致地区・公園地区を設定することとした。なお要塞は
戦闘方式の変化、すなわち航空機の発達によって限界を迎えていたため、防空
部隊に防備を依存するしかなかった。釜山地区に防空部隊が配置されたのは
53　朝鮮軍臨時兵站司令部釜山支部「釜山府内竝東莱海雲臺軍隊宿営力調査表」1940年
２月, p.p.71〜89.
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「昭和16年度動員計劃」に基づき、独立高射砲第23中隊（小倉で編成）が編成
され釜山要塞司令官の指揮下に入って釜山地区の防空を担当したことを嚆矢と
する。これ以後に防空第41聯隊を編成したが終戦により中止となった54。
　一方、海軍の海上兵力は段々減少し、1940年に至ると事実上海軍は無力に
なった。海軍は防空政策と共に積極的な作戦とするため釜山海雲臺に飛行場を
建設した55。釜山の市街地計画を土台とし、防空都市を建設するために日本政
府が積極的に参加したということは1944年軍需省航空兵器總局において釜山海
雲臺飛行基地を始めとして全国に航空基地を立てたという点からも確認できる56。
　第十七方面軍司令官は海軍と陸軍を統一的に指揮することができることとな
り、海軍航空部隊は所在地野戦師団長及び管区司令官の指揮下に入ることに
なった。ただ釜山要塞の水上作戦権は鎭海警備司令部の指揮を受けることとし
た57。陸軍も釜山近郊の金海に航空基地を建設した。
　このように釜山は要塞地帯の活発な基盤施設確保と戦略的な位置上の重要性
によって米軍の攻撃対象となった。1943年４月には釜山地域に警戒警報が発令
された。1945年５月には釜山に米軍機が空襲、1945年７月には米軍が釜山港に
機雷を投下して甚大な被害を被った。結局日本の無条件降伏によって朝鮮は
1945年８月日本の植民地支配から解放されたが、同９月には米占領軍が釜山に
進駐し、朝鮮はまた軍政期に入ることとなった。
54　『朝鮮所在重砲兵連隊史』p.107.
55　同じ件で、これより４カ月前である昭和15年７月23日、朝鮮總督の南次郎は内閣総
理の裁可を受けた。（内秘第61号）。（公文類聚 第64編、昭和15年、第116巻、地理　土
地　森林　都市計画　警察）昭和15年11月29日（拓甲　272号）
56　軍需省航空兵器總局「昭和19年度　朝鮮地区飛行場圖面」1944年（防衛省防衛研究
所図書館所蔵）.
57　海軍の陸上施設中重要なものは次の通りである。航空基地（済州島、迎日、釜山、
光州、平澤、元山、甕津、麗水（水上）各飛行場）、海軍根拠地（鎭海、羅津、木
浦）、燃料倉庫（平壌、サドン）、武官府（京城、釜山、清津）等である（前掲『朝鮮
所在重砲兵連隊史』p.180）。
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５．おわりに
　以上見てきたように、1934年、朝鮮市街地計劃令によって推進され始めた釜
山の市街地計画は1937年から具体化し始めた。朝鮮總督府は優先的に釜山要塞
地帯とほぼ同範囲を市街地計画区域に定めた。また軍事的な道路を最も緊急に
推進されるべき課題と認識した。釜山の市街地計画は旧都心も含まれていたが
その推進は土地収容問題のため、ほとんどは副都心を中心に推進された。これ
によって不良住宅地区朝鮮人は自身たちが生活していた場所から追い出される
こととなり、深刻な住宅難に陥った。
　どの国でも、都市計画を実施する際には、外郭の不良住宅を撤去するため、
その地域の住民が追い出されるという問題が生じる。しかし特に植民地釜山の
場合は、その対象の住民がほとんど朝鮮人であるという面で民族的な差別の論
理に従って計画は遂行された。そのことこそが、朝鮮市街地計画の植民地性な
のである。
　1940年には、対米開戦の準備など戦線拡大により、朝鮮の市街地計画もその
性格が大きく変化した。日本は戦争を遂行するために、いわゆる「大東亜共栄
圏」を目標にして国防国土計画を極秘のうちに推進させた。しかし本国内の国
土計画政策は統一的に推進することはできず、暫定措置に止まった。
　しかしながら植民地朝鮮においては軍事的な緊急性のため国土計画の一環と
して市街地計画がさらに拡大補強された。その法律的な基盤は朝鮮市街地計劃
令の改定であった（1940年11月29日）. 市街地計画改定諸令案は朝鮮總督の要
請により本国内閣で各省大臣による検討により決裁を受けた。主要なポイント
は「防空」と「保安」政策を特に強化されたという点であった。これを後押し
する為に改正された諸令は朝鮮總督が必要によって府邑面會議の意志決定なし
に独断的に市街地計画区域を拡張し、土地区画整理地区を拡大することができ
るようにしたのである。また、民間組合による施行は事実上遮断された。この
点は日本本土と異なり、市街地計画の植民地性と思われる。
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　總督府は釜山市街地計画区域を東莱、金海地域まで含めることによって釜山
圏を拡大した。これにより朝鮮古来の都市ではない新しい防空都市釜山府を中
心に生活圏が再編されることになった。
　土地区画整理地区も拡大・変更され、釜山要塞地帯に移転された多くの軍隊
を駐屯させるため、凡一地区を急ぎ整理した。道路網建設方向も戡蠻・松島・
子城臺付近など旧都心周辺道路を整備することにより海雲臺・東莱・金海等大
陸に連結する防空道路建設を拡大させた。加えて緑地・風致公園地区を定める
ことによって釜山府全体を防空都市化した。
　総督府のこのような措置は情勢の変化と軍部の再編と密接な関連を持ってい
る。釜山要塞地帯は朝鮮海峡要塞系である下關・壱岐・対馬要塞と共に守備と
防空面においてさらに戦略的に重要になり、主力部隊が釜山を中心に編成され
た。鎭海湾要塞司令部をはじめとする主力部隊、兵站部隊、航空部隊など総30
余部隊が移転した。軍隊が駐屯して軍隊宿営地が大々的に形成されていった。
このため、朝鮮人だけではなく日本人は衣食住の提供だけではなく、軍人の風
紀紊乱による問題にさらされることになった。釜山市街地計画区域面積は1960
年代を目途に、８千４百万坪を予定していた。日本の敗戦後、この市街地計画
は世界冷戦体制下で発生した朝鮮戦争の影響で継続推進された。
　釜山の市街地計画は1937年から1960年までを対象に８万４千坪確保を目標に
して計画したが、1945年日本の敗戦によって中止された計画である。この市街
地計画の目的は日本帝国の対中国・南洋侵略戦争のための大陸兵站基地をつく
るためのものであった。特にアジア太平洋戦争への突入により、市街地計画は
日本と朝鮮の防衛体制を備える軍事的都市計画へ急激に変質した。釜山都市計
画は釜山要塞地帯と脈略を共にして実施された。このため朝鮮総督は市街地計
画の施行する際に、府邑面の協議をなしに、民間組合の建設参加を遮断しなが
ら開発独裁を展開した。
　このため、市街地計画は軍事的に緊急に必要な部分を中心に推進し、住民は
非常に深刻な住宅難に巻き込まれた。また軍隊宿営地を提供し始めてからは、
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非常に苦しい生活を強要された。さらに朝鮮人は戦争の名目で市街地土地地区
域整理のため土木工事に動員されたり、市街地での生活圏を剥奪されるなど、
二重三重の苦労を強いられた。朝鮮で推進された都市開発は、一般的な都市計
画が住民の幸福増進と健全な生活を送るのを補助するために推進されるのに反
し、植民地主義に貫かれた都市開発というまったく異なる性格を持っていたの
である。
　このようにして、1876年朝鮮に進出するために作られた拠点都市釜山港の日
本専管居留地11万坪は、再度中国大陸と南洋進出のため８千４百万坪の対防空
都市へと変化していった。

